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12
月
定
例
会

会期　12月７日～15日
（９日間）中学校校舎・体育館外壁等改修 に２億2000万円補正

主　な　歳　入
・地方交付税 ……………………… 1億3637万円

・学校施設環境改善交付金  ………… 6666万円

・県エコパークいずもざき第３期処分場
　周辺環境整備事業交付金 ……… 1億5000万円

・財政調整基金繰入減  ………………… △3億円

主　な　歳　出
・心月輪厨房改修工事 …………………… 656万円

・ランニングマシン購入（１台） ………… 107万円

・町民体育館西側窓枠シーリング改修工事 … 383万円

・小学校体育館床張替え工事減 ……… △785万円

・中学校校舎棟アスベスト除去工事減 … △1763万円

一般会計補正予算（第４号）

＊12月定例会で決まった補正予算＊
会　　　計 補　正　額 補正後の予算額

一 　 般 　 会 　 計 （第４号） 2億940万円 38億5103万円

国 民 健 康 保 険 事 業 （第１号） 3665万円 6億7965万円

簡 易 水 道 事 業 （第２号） 24万円 2億1934万円

下 水 道 事 業 （第１号） 2310万円 1億8670万円

12
月
定
例
会

12月定例会　議案13件を全会一致で可決

劣化した外壁（中学校）

増設により３台に（町体トレーニングルーム）
４月リニューアルオープン予定

学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
っ
て
何
？

中
学
校
校
舎
・
体
育
館
外
壁
等
改

修
に
使
う
国
か
ら
の
交
付
金
だ
よ
。

今
回
は
当
初
予
算
で

一
般
会
計
に
繰
り
入

れ
た
お
金
を
、
基
金

に
戻
し
た
ん
だ
よ
。

歳
入
の
減
額
表
示
に

な
る
ん
だ
。

エ
コ
パ
ー
ク
い
ず
も
ざ
き
第
３
期
工
事
に

伴
う
県
か
ら
の
交
付
金
だ
よ
。
16
年
間
で

15
億
５
０
０
０
万
円
交
付
さ
れ
る
ん
だ
。

県
エ
コ
パ
ー
ク
い
ず
も
ざ
き

第
３
期
処
分
場
周
辺
環
境
整

備
事
業
交
付
金
っ
て
何
？

財
政
調
整
基
金
繰

入
減4

っ
て
ど
う
い

う
こ
と
か
し
ら
？

教えて！　12月定例会

中学校校舎・体育館外壁等改修　2億2000万円

ランニングマシン１台　107万円心月輪厨房改修 656万円

田　中　宥　暢 氏　（相田）
　　　（平成28年４月１日から３年間）

人権擁護委員の候補者の推薦
案

件

人

事

新
し
い
条
例
が
　
　
　
　

　
　
　
制
定
さ
れ
ま
し
た

内
容 

町
内
の
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
基
本
理
念

を
定
め
、
持
続
的
な
成
長
と
発
展
等
を
促
進
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
や
町
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

条
例
制
定

内
容 

平
成
28
年
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
特
定
個
人
情
報
の

取
扱
い
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
町
税
・
介
護
・
国
保
等

の
電
算
シ
ス
テ
ム
の
連
携
事
務
に
お
け
る
個
人
番
号
利
用
の
た

め
の
条
例
制
定

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る

条
例

12月補正での
注目事業

※１

※２

※３

※１

※３

※２
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定
例
会
補
正
予
算
質
疑

12月定例会補正予算質疑
宮
下
議
員 

心
月
輪
は
良
寛
記
念
館
と
深
い
関
係
を

持
ち
、
大
い
に
活
用
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
が
、
今

後
は
ど
の
よ
う
に
両
者
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
て
い
く
の

か
。

町
長 
良
寛
様
を
慕
っ
て
来
る
方
と
心
月
輪
で
食
事

を
す
る
方
と
の
、
今
ま
で
と
違
っ
た
新
し
い
相
乗
効

果
を
期
待
す
る
。
担
当
課
を
横
断
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

仙
海
議
員 

多
額
の
税
を
投
じ
て
改
修
工
事
や
調
理

器
具
を
そ
ろ
え
る
訳
で
、
過
去
の
よ
う
に
な
ら
ぬ
よ

う
町
と
し
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す
る
よ
う
に
。

町
長 

本
人
の
意
志
も
踏
ま
え
町
と
し
て
も
や
る
以

上
は
、
姿
勢
を
受
け
止
め
や
っ
て
い
く
。

中
野
議
員 

20
戸
分
の
予
算
計
上
だ
が
県
か
ら
の
割

り
当
て
が
あ
る
の
か
。

総
務
課
長 

県
よ
り
割
り
当
て
が
あ
る
。
75
歳
以
上

の
独
居
世
帯
の
方
を
対
象
に
設
置
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

諸
橋
議
員 

今
後
も
中
間
管
理
機
構
に
委
託
し
な
が

ら
進
め
る
の
か
。
ま
た
、
基
盤
整
備
が
進
ん
で
き
た

時
の
農
業
政
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

産
業
観
光
課
長 

中
間
管
理
機
構
を
利
用
し
た
受
委

託
の
中
の
出
し
手
の
方
へ
の
支
援
で
あ
り
、
今
後
も

制
度
の
中
で
続
け
て
い
く
。

町
長 

制
度
と
し
て
動
い
て
い
る
が
、
行
き
詰
る
時

が
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
、
当
町
に
合
っ

た
形
態
を
考
え
て
い
か
な
い
と
な
ら
な
い
。

髙
桑
議
員 

随
分
と
傷
ん
で
い
る
の
は
分
か
る
が
、

高
額
で
あ
り
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

教
育
課
長 

体
育
館
棟
が
外
壁
、
屋
根
等
で
約

４
０
０
０
万
円
、
校
舎
棟
が
昨
年
実
施
し
た
外
壁
の

パ
ラ
ペ
ッ
ト
（
ひ
さ
し
）
を
除
い
た
外
壁
等
改
修
で

１
億
８
０
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。
財
源
は
文

部
科
学
省
の
有
利
な
起
債
等
を
充
当
す
る
。

心
月
輪
厨
房
改
修
工
事
・　
　
　
　

　
　

公
有
財
産
購
入
費
等

ここが聞きたい!!

948万円

特
殊
詐
欺
被
害
防
止　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

通
話
録
音
装
置

20万円

農
地
集
積
・
集
約
化
促
進　
　
　
　

　
　
　
　

事
業
費
補
助
金

220万円

中
学
校
校
舎
・
体
育
館　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

外
壁
等
改
修

2億2000万円

店内の様子（心月輪）

外壁の現地視察（中学校）

ひとごとじゃない！
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定
例
会
補
正
予
算
質
疑

中
川
議
員 
こ
の
よ
う
な
機
器
は
日
々
進
歩
す
る
の

で
、
購
入
よ
り
リ
ー
ス
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
購
入

の
根
拠
は
。

町
民
課
長 

国
よ
り
導
入
の
通
知
が
あ
り
、
そ
の
分

の
交
付
税
措
置
が
あ
る
た
め
。
ま
た
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
に
伴
う
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
、

ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
を
購
入
す
る
。

三
輪
議
員 

交
換
す
る
外
灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
町
の
外
灯
か
集
落
の
外
灯
か
を
表
示

す
る
よ
う
以
前
言
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長 

集
落
か
ら
の
入
れ
替
え
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

な
っ
て
い
る
。
表
示
に
つ
い
て
は
、
東
北
電
力
で
も

進
め
て
い
る
が
、
町
と
し
て
も
も
う
少
し
整
理
し
て

い
き
た
い
。

中
川
議
員 
ど
の
よ
う
な
理
由
で
の
増
額
か
。

保
健
福
祉
課
長 
生
活
介
護
と
就
労
継
続
Ｂ
に
該
当

す
る
方
に
係
る
経
費
の
伸
び
に
よ
る
も
の
。

外
灯
修
理
補
助
金
追
加　
　
　
　
15万円

個
人
番
号
カ
ー
ド　
　
　
　
　
　

顔
認
証
シ
ス
テ
ム
用
機
器

41万円

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
追
加　
　

574万円

いよいよ始まったマイナンバー制度

12月定例議会での変更点について
　12月議会では、「委員会での審議人数が少ない」「傍聴者には審議内容が分かりにくい」などの理由
から、議会運営の方法を試行として一部変更いたしました。
　主な変更点は以下のとおりです。

　これまでは、ほとんどの議案を議会初日に常任委員会や特別
委員会に付託※し、議会最終日に議決していました。
　12月議会から試行的に本会議を主体とし、一部を除いた議
案を委員会に付託せずに本会議で審査します。

・新しい条例の制定
・当初予算
・決算
・請願・陳情
・その他、議会運営委員会で付託を必要とした議案

委員会で審議する議案を減らし、本会議中に審議・採決を行います

委員会で審議する議案

※付託：議案の審査を本会 
　議の議決に先だって他の 
　機関に委ねること。



いずもざき議会だより　　第90号　　平成28年１月21日 6

11
月
臨
時
会
、
議
会
の
う
ご
き

（
平
成
27
年
10
月
～
12
月
）

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き
（
主
な
も
の
）

10
・
５　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
89
号
）

　
　

６　

議
会
モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
会
だ
よ
り
第
89
号
に
掲
載
）

　
　

13　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
89
号
）

　
　

26　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

29　

出
ま
え
議
会
（
川
西
公
会
堂
）

　
　

30　

出
ま
え
議
会
（
八
手
地
区
改
善
セ
ン
タ
ー
）

11
・
２　

臨
時
会

　
　

４　

出
ま
え
議
会
（
海
岸
公
民
館
）

　
　

５　

出
ま
え
議
会
（
西
越
地
区
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　
　

11　

第
59
回
町
村
議
会
議
長
会
全
国
大
会
（
東
京
都
）

　
　

17　

行
政
視
察
（
福
岡
県
篠さ

さ

栗ぐ
り

町
、
大
分
県
豊ぶ
ん
ご後
高た
か

　
　
　
　

田だ

市
）
→
詳
細
は
Ｐ
８

　
　

20　

議
会
広
報
研
修
会
（
新
潟
市
）

　
　

26　

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

学
校
視
察
→
詳
細
は
Ｐ
９

　
　

　　

出
雲
崎
中
学
校
生
徒
と
の
意
見
交
換
会
→
詳
細
は
Ｐ
13

　
　

27　

議
会
運
営
委
員
会

12
・
１　

新
年
度
予
算
編
成
に
関
す
る
意
見
交
換
会

　
　

７　

12
月
定
例
会
招
集
日

　
　
　
　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
90
号
）

　
　

９　

社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

10　

定
例
会
２
日
目
（
一
般
質
問
）

　
　

15　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

定
例
会
最
終
日

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　

17　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
90
号
）

　
　

24　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
90
号
）

11月臨時会	 　	 （会期 11月２日　1日間）

　臨時会では町長専決の報告、工事請負契約の締結２件が提出され、慎重審議の
結果、いずれも原案のとおり全会一致で可決しました。

（仮称）町営川西集合住宅建設（その１）工事
契約金額　5400万円

㈲長谷川材木店
（仮称）町営川西集合住宅建設（その２）工事

契約金額　5367万6000円
㈲高坂工務店

川西地内に建設される子育て支援型住宅２工事とも入札の結果、町内業者に決定しました。
２棟（８戸）を建設し、「川西ひまわりハウス」の名称となります。

工事請負契約の締結
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全
員
協
議
会

総
務
課
長 

本
町
の
原
子
力
災
害

に
対
応
し
た
計
画
は
、
平
成
25
年

３
月
の
町
防
災
会
議
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
。
平
成
26
年
10
月
に

「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定

し
、
11
月
に
八
手
地
区
で
、
ま

た
、
今
年
の
８
月
に
は
、
中
学
生

も
参
加
し
て
五
ヶ
字
地
区
で
防
災

訓
練
を
行
っ
た
。

　

今
回
、
屋
内
退
避
・
避
難
計
画

を
策
定
し
た
。
当
町
は
緊
急
時
防

護
措
置
を
準
備
す
る
地
域
で
あ
る

30
㎞
圏
内
に
全
町
が
入
っ
て
お

り
、
広
域
避
難
の
際
は
地
域
を
分

け
ず
に
全
町
で
関
川
村
に
避
難
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

出
雲
崎
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
よ
る
意
見
照
会
を
行
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
12
月
24
日

に
町
防
災
会
議
に
お
い
て
最
終
的

に
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

総
務
課
長 

地
方
創
生
の
主
眼
点

で
あ
る
人
口
減
少
問
題
の
解
決

に
向
け
た
調
査･

分
析
を
行
い
、

「
人
口
減
少
の
抑
制
」
と
い
う
目

標
を
踏
ま
え
て
、
総
合
戦
略
を
策

定
し
た
。
「
子
ど
も
、
若
者
」

「
観
光
・
交
流
者
」
に
注
目
し
て

指
標
を
設
定
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
重
点
指
標
と
し
て

は
、
計
画
５
年
次
平
均
目
標
値
と

し
て

１
．
未
就
学
児
数

２
．
小
学
校
１
年
生
入
学
者
数

３
．
若
者
転
入
世
帯

４
．
年
間
観
光
交
流
人
口

を
設
定
し
た
。

　

重
点
施
策
の
主
な
も
の
と
し
て
は

途
切
れ
の
な
い
総
合
的
な
子
育
て

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

・
一
体
型
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
開
設

・
高
校
生
通
学
費
助
成

・
給
付
型
奨
学
金
創
設

・
ま
ち
恋
婚
活
応
援
事
業

・
ふ
る
さ
と
就
職
支
援　
　

な
ど

仙
海
議
員 

風
呂
と
廊
下
等
の
温
度

差
に
よ
っ
て
、
血
管
の
収
縮
に
よ

り
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
る
。
ふ
れ
あ
い
の

里
で
、
こ
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
対

策
と
し
て
廊
下
等
の
温
度
を
一
定

に
保
つ
よ
う
、
対
策
を
と
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長 

ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る

か
検
討
し
て
対
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
。

三
輪
議
員 

当
町
ゆ
か
り
の
方
々

の
集
ま
り
で
あ
る
東
京
出
雲
崎

会
、
新
潟
出
雲
崎
会
と
い
う
素
晴

ら
し
い
組
織
が
あ
る
。
法
人
の
ふ

る
さ
と
納
税
も
始
ま
る
が
、
個
人

の
納
税
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
を
し
て
は
ど
う
か
。

町
長 

出
雲
崎
会
の
幹
部
の
方
々

と
話
し
合
い
の
機
会
を
持
っ
て
、

前
向
き
に
進
め
て
い
く
。

中
野
議
員 

２
棟
が
空
き
家
と

な
っ
て
い
る
が
、
老
朽
化
で
傷
み

が
進
ん
で
い
る
。
今
後
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
考
え
か
。

町
長 

何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
大
門
町
営
住
宅
の
全
体

像
を
見
直
し
て
、
今
後
の
あ
り
方

を
検
討
し
た
い
。

髙
桑
議
員 

海
岸
地
域
に
は
、
日

曜
日
に
金
融
機
関
の
現
金
自
動
預

払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
が
稼
働
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
一
カ
所
も
な
い
。
駅

前
地
域
で
は
、
複
数
箇
所
の
稼
働

が
あ
る
。
町
外
か
ら
の
観
光
客
や

住
民
に
と
っ
て
不
便
で
あ
り
、
日

曜
日
に
も
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
出
来
る

よ
う
働
き
か
け
ら
れ
な
い
か
。

町
長 

し
っ
か
り
と
状
況
を
調
べ

て
、
改
善
で
き
る
よ
う
要
望
し
て

い
く
。

移
住･

定
住
暮
ら
し
の
ス
ス
メ

・
新
生
活
住
ま
い
支
援
と
し
て
取

　

得
、
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
支
援
、

　

空
き
家
住
ま
い
に
対
す
る
減
税

・
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

・
集
合
住
宅
整
備
、
宅
地
分
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

新
し
い
感
覚
、
創
造
で
の
交
流

・
出
雲
崎
ま
る
ご
と
オ
ー
ナ
ー
制

　

度
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備

・
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の
構
築

・
街
並
み
景
観
形
成
重
点
地
区
整

　

備
・
空
き
家
利
活
用
に
よ
る
大
学
等

　

の
合
宿
誘
致　
　
　
　
　

な
ど

　

多
方
面
に
わ
た
る
施
策
を
着
実

に
展
開
し
て
い
く
。

総
務
課
長 
12
月
６
日
に
今
年
度

２
回
目
と
な
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
で

実
施
し
た
。
本
事
業
も
３
年
目
と

な
り
、
定
着
し
て
き
た
と
思
え

る
。
い
い
方
向
に
進
ん
で
い
る

カ
ッ
プ
ル
も
あ
る
と
聞
い
て
お

り
、
今
後
に
期
待
し
た
い
。

全
員
協
議
会

第
９
回  
12
月
15
日

原
子
力
災
害
に
備
え
た

　

屋
内
退
避･

避
難
計
画
が

　
　
　
　
　
　
　
　

示
さ
れ
る

出
雲
崎
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
検
討
案
示
さ
れ
る

ふ
れ
あ
い
の
里

　
　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
対
策
を

今
年
度
２
回
目
の
ま
ち
恋
を
実
施

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
を

大
門
町
営
住
宅
の
今
後
は

海
岸
地
域
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
を

主
な
質
疑
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
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視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告

　

11
月
26
日
、
出
雲
崎
小
学
校
、
同

中
学
校
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

出
雲
崎
中
学
校
で
は
校
舎
棟
ア
ス

ベ
ス
ト
除
去
工
事
の
竣
工
状
況
、
体

育
館
・
校
舎
棟
の
外
壁
改
修
予
定
に

つ
い
て
教
育
委
員
会
と
学
校
よ
り
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

建
物
は
建
設
か
ら
42
年
を
経
過

し
、
外
壁
に
は
無
数
の
亀
裂
が
発
生

し
て
お
り
、
早
期
の
修
繕
が
必
要
と

感
じ
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
体
育
館
の
照
明
落
下

防
止
と
床
張
替
工
事
の
竣
工
状
況
を

視
察
し
ま
し
た
。
今
ま
で
と
違
い
明

る
く
、
き
れ
い
な
体
育
館
に
な
り
、

児
童
が
伸
び
伸
び
と
体
育
の
授
業
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
校
舎
避

難
器
具
設
置
工
事
に
つ
い
て
は
、
表

示
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
学
校
に
要

望
い
た
し
ま
し
た
。

　

視
察
を
終
え
て
強
く
感
じ
た
こ
と

は
、
小
中
学
校
と
も
日
常
の
施
設
等

の
管
理
の
徹
底
と
教
育
委
員
会
と
の

市
の
概
要

　

豊
後
高
田
市
は
大
分
県
の
北

東
部
、
国
東
半
島
の
西
側
に
位

置
し
周
防
灘
に
面
し
、
総
面
積

は
２
０
６
・
６
㎢
で
人
口
は

２
３
０
０
０
人
で
あ
り
、
昭
和
30
年

代
ま
で
は
県
北
地
域
の
商
業
の
中
心

地
と
し
て
栄
え
た
。

町
の
衰
退

　

昭
和
40
年
代
、
私
鉄
の
廃
線
、
車

社
会
の
進
展
に
よ
る
人
の
流
れ
の
変

化
で
、
商
店
街
は
急
速
に
衰
退
し
、

「
商
店
街
を
歩
く
の
は
人
よ
り
犬
や

猫
の
方
が
多
い
」
と
表
現
さ
れ
る
様

相
と
な
っ
た
。

衰
退
か
ら
の
起
死
回
生

　

昭
和
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た

め
、
行
政
、
商
工
会
議
所
、
商
店
主

や
町
づ
く
り
会
社
の
４
者
が
一
体
と

な
り
「
昭
和
」
を
テ
ー
マ
に
町
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
だ
。
昭
和
の
建
築

再
生
と
し
て
各
商
店
の
パ
ラ
ペ
ッ
ト

を
外
し
昔
の
看
板
に
し
、
昭
和
の
商

品
の
販
売
、
お
客
と
の
対
面
販
売
、

町
の
概
要

　

福
岡
県
篠
栗
町
は
福
岡
市
か
ら

東
へ
約
12
㎞
の
と
こ
ろ
へ
位
置
し
、

人
口
約
３
１
６
０
０
人
、
面
積
は
約

39
㎢
で
あ
る
。
総
面
積
の
約
７
割
に

山
林
が
広
が
り
、
自
然
が
豊
か
で
歴

史
的
な
遺
産
も
数
多
い
が
、
近
年
は

福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発

展
し
て
き
た
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
約

６
５
０
０
人
で
人
口
に
占
め
る
割
合

は
20
％
強
で
あ
る
。

研
修
内
容

福
岡
県
内
で
最
初
に
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
を
開
始
し
た
。
こ
の

制
度
は
、
65
歳
以
上
の
方
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
活
動
を
ポ
イ
ン
ト
に
換
算
し
、
取

得
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
交
付
金
を
支

給
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
対
象
と
し

連
携
を
密
に
し
て
、
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
り
、
生
徒
児
童
の
安
心
安
全

な
教
育
環
境
を
維
持
す
る
必
要
を
再

確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
委
員
長　

三
輪　

正
）

観
光
拠
点
と
し
て
、
旧
農
業
倉
庫
を

利
用
し
、
多
く
の
昭
和
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
展
示
や
団
体
客
も
収
容
可

能
な
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
も
整
備
し

て
、
観
光
客
数
は
年
間
５
万
人
を
目

標
と
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
30
万
人
以
上
の

観
光
客
が
訪
れ
、
商
店
街
に
活
気
が

よ
み
が
え
っ
た
。

　

今
後
は
神
社
仏
閣
や
公
園
も
含
め

た
広
域
観
光
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
加
藤
修
三
）

て
は
町
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う

介
護
予
防
事
業
で
の
設
営
準
備
等
の

手
伝
い
や
参
加
支
援
、
高
齢
者
福
祉

施
設
で
の
移
動
補
助
や
話
し
相
手
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
す
る
人
・
さ
れ
る
人
、
そ

し
て
町
に
と
っ
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
っ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
65
歳

以
上
の
方
に
と
っ
て
は

１
．
健
康
増
進
と
介
護
予
防
の
意
識

　
　

付
け

２
．
社
会
参
加
と
地
域
貢
献
を
通
し

　
　

て
生
き
が
い
づ
く
り

３
．
ポ
イ
ン
ト
交
付
金
に
よ
る
介
護

　
　

保
険
料
負
担
の
実
質
的
軽
減

　

受
け
入
れ
る
側
と
し
て
は
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
や
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
。
町
と
し
て
も
介
護
予
防
に
よ
る

介
護
給
付
費
の
減
少
、
住
民
の
介
護

予
防
意
識
の
醸
成
な
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
事
業
か
ら
サ
ー

ク
ル
的
に
発
展
し
た
「
歩
こ
う
会
」

や
音
楽
療
法
を
取
り
入
れ
た
音
楽
サ

ロ
ン
な
ど
の
充
実
も
目
を
引
く
。

　

高
齢
化
の
進
む
当
町
に
お
い
て

も
、
こ
う
し
た
、
み
ん
な
が
元
気
な

高
齢
者
に
な
る
た
め
の
取
組
は
有
効

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
篠
栗

町
で
も
こ
れ
か
ら
、
制
度
を
さ
ら
に

改
善
し
て
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。
日
常
生
活
の
な
か
で
は
、
買
い

物
や
ゴ
ミ
出
し
な
ど
に
不
便
を
感
じ

て
い
る
方
も
多
い
。
す
る
人
も
さ
れ

る
人
も
笑
顔
に
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
、
地
域
で
の
日
常
に
届
く
支

援
、
届
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。　

（
髙
桑
佳
子
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
報
告

「
昭
和
の
町
」
づ
く
り
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

介
護
支
援
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
つ
い
て

視 察 修 告研 報

福
岡
県
　
篠さ
さ

栗ぐ
り

町

ペーパーレスでの研修

町づくりについて説明を受ける

３階にある避難器具の説明を受ける（小学校）

大
分
県
　
豊ぶ
ん
ご後
高た
か

田だ

市

出
雲
崎
小
・
中
学
校
視
察
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一
般
質
問

心
月
輪
の
現
状
は

中
川 

平
成
28
年
３
月
で
、
心
月

輪
の
指
定
管
理
者
が
代
わ
る
と
聞

く
。
現
状
は
ど
う
か
。

町
長 
食
の
提
供
、
通
年
営
業
を

目
指
し
、
意
欲
の
あ
る
方
か
ら
提

案
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
２
月
の

臨
時
議
会
で
新
し
い
管
理
者
を
提

案
す
る
。

耐
震
診
断
は

中
川 

心
月
輪
の
２
階
は
構
造
上

問
題
が
あ
り
、
多
く
の
人
を
あ
げ

ら
れ
な
い
と
聞
く
が
、
耐
震
診
断

は
済
ん
で
い
る
の
か
。

町
長 

地
震
等
で
も
さ
し
た
る
被

害
は
な
か
っ
た
。
木
造
建
築
は
梁

な
ど
見
れ
ば
分
か
る
。
耐
震
診
断

は
必
要
な
い
。

中
川 

町
民
に
は
補
助
金
ま
で
出

し
て
耐
震
診
断
を
推
奨
し
な
が

ら
、
目
で
見
れ
ば
解
る
、
必
要
な

い
と
は
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

で
あ
る
。
心
月
輪
か
ら
海
が
見
え

る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

町
長 
テ
ラ
ス
を
伸
ば
す
な
ど
、

多
大
な
投
資
は
で
き
な
い
。

中
川 

冬
の
今
、
海
か
ら
心
月
輪

が
よ
く
見
え
る
。
す
な
わ
ち
枝
葉

を
落
と
せ
ば
良
い
こ
と
で
、
大
き

な
投
資
に
は
な
ら
な
い
。

設
備
、
指
定
管
理
に
つ
い
て

中
川 

１
０
０
０
万
円
近
く
か
け

て
厨
房
を
広
げ
、
什
器
備
品
を
フ

ル
装
備
す
る
が
、
グ
レ
ー
ド
を
落

と
し
て
も
、
お
客
様
の
座
る
椅
子

テ
ー
ブ
ル
な
ど
、
見
え
る
も
の
を

新
し
く
し
た
ら
ど
う
か
。

　

ま
た
、
１
０
０
０
万
円
も
の
設

備
投
資
を
す
る
の
だ
か
ら
、
家
賃

で
は
な
い
が
、
幾
ば
く
か
の
お
金

を
納
め
て
い
た
だ
い
た
方
が
、
本

人
に
も
身
が
入
り
、
か
え
っ
て
成

功
す
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長 

新
し
く
し
て
も
、
出
て
く

る
料
理
が
お
い
し
く
な
け
れ
ば
何

に
も
な
ら
な
い
。
ま
ず
厨
房
で
、

椅
子
テ
ー
ブ
ル
な
ど
は
旧
来
の
も

の
を
使
用
す
る
。

　

今
の
心
月
輪
の
現
状
を
考
え
る

と
、
通
年
で
運
営
す
る
の
で
あ

り
、
管
理
料
を
定
め
た
い
と
考
え

る
。

周
辺
の
桜
は

中
川 

出
小
周
辺
の
桜
の
管
理

や
、
今
後
の
対
策
は
ど
う
す
る
の

か
。

町
長 
専
門
の
業
者
に
し
っ
か
り

管
理
し
て
も
ら
う
。

良
寛
記
念
館
、　
　
　
　

	

　
　
　
　

夕
日
の
丘
公
園
は

中
川 

良
寛
記
念
館
の
入
館
者
の

回
復
策
は
あ
る
の
か
。
ま
た
一
番

の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
良
寛

と
夕
日
の
丘
公
園
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
載
っ
て
い
な
い
。
夕
日
の
丘

公
園
の
活
用
策
は
ど
う
す
る
の

か
。

町
長 

効
果
的
に
し
っ
か
り
と
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

す
ぐ
に
対
応
す
る
。
夕
日
の
丘
公

園
は
管
理
を
徹
底
的
に
や
っ
て
い

く
。中

川 

多
大
な
費
用
を
か
け
ず
と

も
、
町
一
番
の
景
勝
の
地
で
あ
る

夕
日
の
丘
公
園
を
最
大
限
に
生
か

す
工
夫
を
す
べ
き
で
は
。

良寛記念館と心月輪周辺の
今後の活用について

中川　正弘議員

今後の周辺整備を期待する（写真は良寛記念館）
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一
般
質
問

ど
う
な
る
、
　
　
　

　
今
後
の
介
護
予
防

人口減少に歯止めを

地方版総合戦略は

町長 地に足をつけた確実なものに

仙海　直樹議員

発
表
の
時
期
は

仙
海 

県
内
で
は
23
市
町
村
で
総

合
戦
略
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
当

町
は
い
つ
町
民
に
示
す
の
か
。

町
長 

平
成
28
年
１
月
中
に
は
概

要
版
を
全
戸
配
布
し
、
２
月
中
に

は
策
定
を
行
う
。

内
容
は

仙
海 

当
町
の
総
合
戦
略
は
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

町
長 

子
育
て
支
援
関
係
で
は

①
妊
産
婦
医
療
費
助
成

②
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

③
高
校
生
の
通
学
費
助
成

④
給
付
型
の
奨
学
金
制
度

⑤
地
元
就
職
し
た
新
規
卒
者
に
支

　

援
⑥
子
育
て
世
帯
等
が
住
宅
取
得 

　

の
際
に
支
援
金
を
支
給
や
、
リ

　

フ
ォ
ー
ム
の
際
に
も
補
助
を
行

　

う
。

交
流
人
口
ア
ッ
プ
で
は

①
出
雲
崎
ま
る
ご
と
オ
ー
ナ
ー

制
度
観
光
ル
ー
ト
の
構
築

②
妻
入
り
街
並
み
景
観
の
利
活

用
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集

仙
海 

総
務
省
の
事
業
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
が
あ
る
が
農
林
水
産

業
や
梅
組
合
等
の
従
事
者
と
し
て

募
集
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

町
長 

町
総
合
計
画
審
議
委
員
会

で
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
視
察

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
内
容
を

考
な
が
ら
担
当
課
で
検
討
を
行

う
。

ど
の
よ
う
な
影
響
が

仙
海 

新
し
い
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
が
ス
タ
ー
ト

す
る
が
、
当
町
に
は
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
か
。

町
長 

こ
れ
ま
で
、
全
国
一
律

だ
っ
た
訪
問
型
・
通
所
型
の
サ
ー

ビ
ス
が
柔
軟
な
基
準
で
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
、
高
齢
者
が
支
え
手
側

に
回
る
こ
と
も
あ
る
。

仙
海 

町
が
行
う
事
業
に
パ
ワ
リ

ハ
等
が
あ
る
が
、
町
民
か
ら
３
カ

月
経
つ
と
切
ら
れ
て
し
ま
う
と
の

声
が
あ
る
。
募
集
人
数
や
マ
ン
パ

ワ
ー
を
増
や
し
対
応
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長 

初
め
は
や
り
方

を
教
わ
り
、
そ
の
後
、
地
域
で
自

主
的
に
行
う
こ
と
が
理
想
。
日
常

の
中
で
予
防
を
継
続
し
て
行
う
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は

仙
海 

新
し
い
総
合
事
業
に
な
る

と
要
支
援
者
が
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
な
く
な
り
、
町
の
事
業

に
回
さ
れ
る
心
配
が
あ
る
が
ど
う

か
。

町
長 

町
が
始
め
る
総
合
事
業
の

中
に
、
現
行
の
ス
タ
イ
ル
の
ま
ま

入
れ
て
お
け
ば
、
サ
ー
ビ
ス
が
打

ち
切
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
考
え
は

仙
海 

介
護
支
援
に
関
わ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
高
齢
者

に
対
し
換
金
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
し
、
介
護
保
険
料
の
実
質
軽

減
と
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
に
つ

な
が
る
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

町
長 

介
護
活
動
以
外
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

と
の
公
平
感
も
感
じ
る
の
で
、
一

体
的
に
考
え
た
中
で
検
討
し
た

い
。

町
長
平
成
29
年
４
月
か
ら
新
し
い

総
合
事
業
が
始
ま
る
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観光資源を活かした町づくりを

町長 総合戦略のなかに十分盛り込んでいく

髙桑　佳子議員

高
台
整
備
と

観
光
ル
ー
ト
構
築
の
構
築
を

髙
桑 

町
外
か
ら
嫁
い
で
き
た
私

が
、
出
雲
崎
が
す
ば
ら
し
い
と
感

じ
た
の
は
、
ま
ず
、
海
と
山
に
囲

ま
れ
た
豊
か
な
自
然
。
次
に
は
、

こ
の
町
が
持
つ
独
特
で
重
厚
な
歴

史
と
文
化
、
そ
し
て
、
自
然
体
で

生
き
ら
れ
た
良
寛
様
の
こ
こ
ろ

だ
っ
た
。

　

今
、
地
方
創
生
の
名
の
も
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
何
を
持
っ

て
総
合
戦
略
を
す
す
め
て
い
く
か

を
模
索
し
、
踏
み
出
し
始
め
て
い

る
。
人
口
増
が
見
込
め
な
い
中
、

体
力
の
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
に
、
活
性
化
の
核
と
な

る
の
は
観
光
と
考
え
る
。

　

総
合
戦
略
案
の
な
か
に
観
光

ル
ー
ト
の
構
築
事
業
と
街
並
み
景

観
利
用
活
用
事
業
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
天
領
の
里
を
は
じ
め
と

す
る
町
内
の
観
光
施
設
を
ど
う
繋

げ
て
い
く
か
。
ま
た
、
尼
瀬
か
ら

良
寛
記
念
館
に
か
け
て
の
高
台
を

整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長 

総
合
戦
略
案
の
な
か
に
も

盛
り
込
ん
で
い
る
よ
う
に
、
こ
の

町
の
持
つ
潜
在
的
な
観
光
資
源
、

文
化
、
歴
史
を
十
分
活
か
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
特
に
、
津
又
邸
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
造
形
大
学
か
ら
の
提

言
を
も
と
に
、
動
線
の
拠
点
と
し

た
い
。

　

尼
瀬
か
ら
の
丘
陵
部
に
つ
い
て

は
、
災
害
が
起
き
た
経
過
も
あ

り
、
今
現
在
で
は
考
え
て
い
な

い
。髙

桑 

一
昨
年
、
観
光
ガ
イ
ド
の

養
成
講
座
を
実
施
し
、
数
名
の
方

が
携
わ
っ
て
お
り
、
効
果
を
上
げ

て
い
る
。
町
づ
く
り
は
人
づ
く

り
、
観
光
資
源
と
し
て
の
人
材
の

活
用
も
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

空
き
家
の
利
活
用
は

髙
桑 

出
雲
崎
の
景
観
は
大
変
魅

力
的
で
あ
り
、
絵
を
描
く
、
写
真

を
撮
る
、
つ
り
等
、
出
雲
崎
に
滞

在
す
る
ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
考
え

る
。
出
雲
崎
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
空
き
家
を
活
用
し
貸

し
出
す
事
は
ど
う
か
。

町
長 

空
き
家
対
策
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
そ
こ
に
住
ん
で
く

れ
る
方
が
お
ら
れ
る
な
ら
、
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
に
お
い
て
優
遇
措

置
を
講
じ
て
い
き
た
い
。
個
々
の

空
き
家
の
実
態
を
把
握
す
る
よ
う

調
査
を
す
す
め
て
い
る
。
古
い
家

屋
が
好
き
な
方
も
お
ら
れ
る
の

で
、
売
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
る
。

住
民
の
意
見
を　
　
　
　
　

	

　
　
　
　

ど
う
反
映
す
る
か

髙
桑 

地
方
創
生
の
主
役
は
町
民

で
あ
り
、
ど
ん
な
町
に
し
た
い
の

か
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
当
町
の
「
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
」
、
他
の
自

治
体
の
「
若
者
会
議
」
の
よ
う
な

意
見
を
聞
く
た
め
の
会
議
を
持
つ

考
え
は
な
い
か
。

町
長 

住
民
の
意
見
を
聞
く
こ
と

は
大
切
な
こ
と
だ
。
役
場
職
員
も

地
域
に
帰
れ
ば
家
庭
が
あ
り
、
町

外
か
ら
通
っ
て
い
る
者
も
い
る
。

そ
こ
か
ら
住
民
の
声
を
吸
い
上
げ

て
、
総
合
戦
略
の
な
か
に
し
っ
か

り
と
盛
り
込
む
よ
う
に
指
示
を
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
審
議
会
、
出

ま
え
議
会
や
意
見
交
換
会
等
、
町

内
の
様
々
な
会
議
等
で
出
さ
れ
た

意
見
を
し
っ
か
り
と
盛
り
込
ん
で

い
る
。
既
存
の
そ
う
い
っ
た
機
会

で
の
意
見
を
今
後
も
十
分
聞
き
な

が
ら
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
議
会

や
住
民
と
の
総
合
力
で
総
合
戦
略

を
進
め
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

鳴滝町の高台から見た町並
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中
学
校
生
徒
と
の
意
見
交
換
会

若い世代の人口比率を上げるため、町、議会も一

生懸命取り組んでいます。

空き地空き家バンクの登録も少ないが、利用する側と
利用してもらう側の関係を密にする政策も考えていか
なくてはならないと思います。

良寛記念館へ上がる階段の整備は、必要であれば実行に移
せると思いますが、お金をかけて整備し効果がどれくらい
あるか、利用者がどれくらいあるか、検証しなければいけ
ないと思います。

福祉バスの必要性は議会でも認識しており、十分検討

できる課題と思います。

執行部と協議して良い方向に進めていきます。

犯罪防止のため防犯カメラが設置されていますが、自
己防衛を身につけることも必要で、おかしいことはす
ぐ学校や保護者に伝えて下さい。

店が自覚をもってやらなくてはならない。駐車場がなけれ
ばお客も大変で、駐車場をつくるのも大変なことですが、
両方うまくマッチングさせ安全な町づくりをしましょう。

人口が減少し高齢者が多く、介護する若者もいなく

なり介護ができなくなってくるため人口増加を望む。

観光客の増加について、妻入りの街並みなどアピー

ルポイントが活かしきれてないと思う。

空き家が増加しているが、どう利用するか。

良寛記念館まで上がる階段は暗く危ないため、きれ

いに整備すれば記念館に観光客が増えると思う。

高齢者が多く、駅に行くのに苦労する方も多いので、

巡回バスを運行したらどうか。

学校の帰り道で、川東や松本などが暗いので外灯を

増やしてほしい。

中学校から配布のプリントで不審者のことが多く出

ているが、対策を考えてほしい。

店前の歩道と車道に車をまたがって止めるため、歩
行者や自転車が対向車とぶつかる危険があり駐車場
をつくり、そこに止めてもらいたい。

インターネット等で積極的にやっていかなくてはな
りませんが、生徒さんの視点でどうPRできるかも考
えてみてください。

生徒からの意見 議員から

出雲崎中学校生徒との意見交換会
テーマ　「出雲崎の課題とは？」

11月26日、議会基本条例５条第５項に基づき、出雲崎中学校生徒と議会との意見交換会
が役場議場にて行われました。

出雲崎中学校３年生　12名の方にご参加いただきました。
関本陽介さん　高桑　楓さん　佐藤洸哉さん　外山虎太郎さん　酒井麻希さん　吉田佳名恵さん
小黒遥音さん　山田美波さん　矢川耕志さん　島宗銀次さん　　佐藤滉太さん　吉田快音さん　



良寛堂でのガイド案内

新津邸でのガイド案内

編
集
後
記

　
11
月
に
「
読
者
と
つ
な
が

る
対
話
型
の
広
報
へ
」
を

テ
ー
マ
に
議
会
議
員
を
対
象

と
し
た
研
修
会
が
あ
り
ま
し

た
。
議
会
だ
よ
り
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
に
つ
い

て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
ポ
イ
ン

ト
や
ラ
イ
ン
の
そ
ろ
え
方
、

色
づ
か
い
な
ど
、
全
国
の
議

会
だ
よ
り
の
サ
ン
プ
ル
を
参

考
に
研
修
し
ま
し
た
。
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
当
町
10
月
発
行

の
議
会
だ
よ
り
を
含
め
県
内

４
町
村
の
議
会
だ
よ
り
を
対

象
に
、
文
字
の
大
き
さ
、
数

字
の
表
示
を
統
一
す
る
等
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
当
町
の
議
会
だ
よ
り
は

昨
年
に
比
べ
、
表
紙
写
真
は

躍
動
感
が
あ
り
内
容
に
つ
い

て
も
、
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
て

良
く
な
っ
て
い
る
と
の
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
見
や
す
く
、
読
み
や
す

い
」
を
心
掛
け
て
、
昨
年
よ

り
色
づ
か
い
や
イ
ラ
ス
ト
、

写
真
を
多
く
入
れ
て
議
会
だ

よ
り
を
作
っ
て
き
ま
し
た

が
、
皆
様
の
ご
感
想
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
研
修
会
で

学
ん
だ
こ
と
を
活
用
し
て
、

更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
も

ご
意
見
や
要
望
を
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
　  

　
　  

（
加
藤
修
三
）

表
紙
の
小
話

町

民

の

声

　歴
史
の
町
出
雲
崎
を
案
内
し
て

　遠

　藤

　達

　実

藤
巻

　
１
月
11
日
の
成
人
の
日
、
妻

入
り
会
館
で
は
毎
年
恒
例
の「
繭

玉
飾
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
水
木
の
枝
に
、
子
ど
も
た
ち

が
丸
め
た
餅
を
つ
け
て
、
カ
ラ

フ
ル
な
繭
玉
や
縁
起
物
で
飾
っ

て
い
き
ま
す
。
出
雲
崎
ら
し
く

紙
ふ
う
せ
ん
を
提
げ
て
、
今
年

も
見
事
な
出
来
栄
え
と
な
り
ま

し
た
。

　
加
え
て
、１
月
末
頃
に
は
天
神

様
と
つ
る
し
雛
も
飾
ら
れ
、妻
入

り
会
館
は
春
を
先
取
り
し
た
よ

う
な
華
や
か
さ
と
な
り
ま
す
。

　
町
内
で
は
、
他
に
も
「
獅
子

舞
」
や
「
さ
い
の
神
」
な
ど
、

伝
統
の
正
月
行
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
大
人
に

な
っ
た
時
、
こ
う
し
た
正
月
の

年
中
行
事
を
懐
か
し
く
思
い
、

伝
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
私
た
ち
は

今
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
で
「
繋
ぐ

者
」
で
あ
り
、「
伝
え
る
者
」
で

あ
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
や
家
庭
の
伝
統
や
文
化

を
大
切
に
伝
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
　
　 

（
髙
桑
佳
子
）

　
定
年
退
職
を
機
に
公
民

館
の
生
涯
学
習
講
座
「
総

合
大
学
」
を
受
講
し
、
現

在
も
続
け
て
い
ま
す
。
回

を
重
ね
る
た
び
に
色
々
な

話
が
聞
け
て
、
次
第
に
出

雲
崎
の
歴
史
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
は
町
の
観
光

ガ
イ
ド
と
し
て
町
外
、
県

外
の
お
客
様
を
案
内
し
て

お
り
ま
す
。
賑
わ
い
を
見
せ
る

天
領
の
里
周
辺
か
ら
街
並
み
に

入
る
と
、
そ
の
様
子
が
一
変

し
、
こ
の
落
差
に
皆
さ
ん
が
驚

か
れ
ま
す
。「
静
か
な
街
並
み

で
す
ね
。
人
を
あ
ま
り
見
か
け

ま
せ
ん
ね
。
で
も
、
こ
ん
な
に

気
持
ち
が
ゆ
っ
た
り
し
て
、
の

ん
び
り
し
た
気
分
に
な
れ
た
の

も
久
し
振
り
で
す
。」
と
言
わ

れ
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
町
外
の
皆
様
の
感
想
を

ど
う
受
け
止
め
た
ら
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。
案
内
す
る
私
は

「
静
か
な
街
並
み
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
活
気
が
な
い
で
す
よ

ね
。」
と
苦
笑
し
ま
す
。
訪
れ

る
皆
様
が
言
っ
て
く
だ
さ
る

「
心
が
休
ま
る
。
と
て
も
懐
か

し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
。」
と

い
う
昔
な
が
ら
の
街
並
み
を
、

観
光
面
で
も
っ
と
活
用
で
き
な

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
一
見
何
も
な
い
静
か
な
街
並

み
を
歩
き
な
が
ら
、
点
在
す
る

由
緒
あ
る
建
物
、
旧
跡
、
口
伝

な
ど
を
案
内
し
て
、
実
は
繁
栄

と
栄
華
を
極
め
た
時
代
が
あ
っ

た
こ
と
を
伝
え
ま
す
と
、
皆
様

大
変
驚
か
れ
ま
す
。

　
私
は
こ
の
町
が
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
町
を
多
く

の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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